
人によって現れ方は
さまざまです

約100人に1人が発症 早期発見・早期治療が大切

ID  110833

統合失調症ってどんな病気？
　幻覚・妄想などさまざまな症状が現れる統合失調症は、
適切な関わりや治療で回復できる病気です。
	 �保健予防課／℡661-9332問

　考えがまとまりづらくなり、幻覚や妄想などの症状
が出る病気です。発症の原因は正確には分かっていませ	
んが、脳内の神経伝達物質の機能や大きな環境の変化
によるストレスなどが関係していると言われていま
す。思春期から青年期に発症することが多く、約100
人に1人の割合で見られる身近な病気と言えます。

　症状が現れてから、治療開始までの期間が短いほ
ど、その後の経過が良いことが分かっています。幻覚
や妄想などは、本人にとっては現実味があって、病気
の症状として自覚しにくいため、周囲の気付きが重要
です。下記のサインに気付いたら、医療機関や専門機
関に早めに相談しましょう。

統合失調症のサインの例
幻覚や妄想のサイン

・�「悪口を言われた」と言うが、	
実際には言われていない
・�「監視や盗聴を受けている」と言うが、	
事実ではない

意欲のサイン
・�人付き合いを避けて	
引きこもるようになる
・�身なりを気にしなくなり、	
入浴もしない

会話や行動のサイン
・話にまとまりがない
・作業のミスが多い

感情のサイン
・感情の動きが少なくなる
・不安や緊張が極度に強い

日時・会場 申込方法

特定健診（9:30～11:00）　国 1/20㈯、2/13㈫� 不要（要受診券・保険証）

オプション ［単独受診可］肺がん検診、骨の健康度測定（骨測定）
［単独受診不可］ピロリ菌検査、肝炎ウイルス検診（B・C型）、前立腺（PSA）検査

当日

まとめて健診（午前）　国 2/15㈭・17㈯
特定健診＋肺・大腸がん検診　　※胃がん・ピロリ菌・肝炎・前立腺追加可

1/9㈫から 窓

まとめて健診＋（プラス）　国
～レディースDay～（午前）

2/22㈭
特定健診＋肺・大腸・子宮頸・乳がん検診　　※ピロリ菌・肝炎追加可

1/9㈫から 窓

すこやかドック（午前） 2/7㈬　胃・肺・大腸がん検診 随時 HP 窓

子宮頸・乳・
大腸がん検診（午後） 2/5㈪・16㈮★� ★は保育あり 随時 HP 窓（保育は ）

健康相談会（14:00～15:30） 2/6㈫　　今城塚公民館　　相談員：医師、保健師、管理栄養士、薬剤師 随時 HP 窓

対
象

［特定健診］今年度40～74歳（75歳の誕生日の前日まで）で市国保被保険者に限る（ 国 の健診が対象）� ※特定健診以外は市民だけ

［がん検診］�肺・大腸＝40歳以上、胃＝50歳以上、子宮頸＝20歳以上女性、乳＝30歳以上女性（胃・子宮頸・乳は前年度未受診者）
［その他］�前立腺＝50～89歳男性、肝炎＝今年度40歳以上（B・C型各500円）、ピロリ菌＝30～49歳（500円）、骨測定＝40歳以上（500円）

備
考

日時は「健康だより」にも掲載▷会場の記載がないものは保健センター▷申込順▷費用記載なしは無料。その他無料制度あり。対象は非課税・生活保
護受給世帯（要事前申請）、70歳以上または後期高齢者医療制度に加入している市民▷胃がん検診はバリウムだけ▷骨測定追加可（健康相談会は除
く）▷市内の実施医療機関で個別受診可（骨測定除く）

問合　健康づくり推進課／℡674-8800健診・検診 ID  032781
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